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五
月
頃
だ
っ
た
か
、
軽
傷
の
者
、
元
気
回
復
者
は
再
度

労
働
へ
、
我
々
全
治
皆
無
者
は
ダ
モ
イ
東
京
と
の
こ
と
。

詳
細
は
忘
却
だ
。
帰
っ
て
地
図
を
見
て
、
ソ
連
と
北
朝
鮮

と
の
国
境
辺
り
の
ポ
セ
ッ
ト
湾
よ
り
船
に
乗
り
、
北
朝
鮮

の
茂
山
と
い
う
所
へ
臨
時
在
住
し
て
約
一
カ
月
過
ご
し
て

南
下
、
咸
興
へ
下
が
り
約
二
週
間
位
、
興
南
港
へ
と
。
い

よ
い
よ
ダ
モ
イ
、
日
本
へ
と
港
へ
誘
導
さ
れ
る
が
、
再
び

ソ
連
へ
か
と
心
中
動
揺
し
つ
つ
行
く
も
日
の
丸
の
つ
い
た

船
が
目
に
映
る
。
あ
れ
だ
あ
れ
だ
と
乗
船
す
る
。
天
候
よ

し
、
波
風
よ
し
。
動
き
始
め
る
と
南
へ
南
へ
と
航
進
す

る
。
二
日
間
位
か
、
次
々
と
小
島
と
か
松
の
木
と
か
、
久

し
ぶ
り
に
竹
林
が
見
え
て
く
る
。
ま
さ
に
九
州
航
路
だ
と

安
堵
感
充
満
だ
。
そ
し
て
着
い
た
所
が
長
崎
の
佐
世
保
港

だ
。軍

隊
で
の
数
々
の
数
奇
を
回
想
し
つ
つ
、
帰
還
後
は
多

少
の
巡
回
の
中
、
満
六
十
六
歳
ま
で
元
気
に
職
業
を
重
ね

つ
つ
、
現
在
は
厚
生
年
金
と
軍
隊
、
シ
ベ
リ
ア
の
傷
病
年

金
を
受
け
な
が
ら
満
八
十
歳
の
昨
今
な
り
。

種
々
記
載
い
た
し
た
い
こ
と
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
一
つ
一
つ
を
列
記
す
る
こ
と
は
最
早
老
境
に
達
し
削

除
い
た
し
ま
す
故
、
悪
し
か
ら
ず
御
放
念
賜
り
ま
す
よ

う
、
筆
を
お
か
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

乱
文
乱
筆
を
併
せ
て
御
容
赦
下
さ
い
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記

滋
賀
県

小

杉

良

夫

生
い
立
ち
か
ら
入
隊
ま
で

私
は
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
五
月
二
十
五
日
、

近
江
八
幡
市
馬
淵
町
、
福
永
太
良
左
衛
門
の
六
男
と
し
て

出
生
。
小
学
校
三
年
生
の
一
月
、
母
死
去
。
昭
和
十
二

（
一
九
三
七
）
年
馬
淵
小
学
校
卒
業
後
、
義
兄
（
姉
の
夫
）

の
経
営
す
る
三
中
井
百
貨
店
の
本
店
の
あ
る
朝
鮮
京
城

（
ソ
ウ
ル
）
府
に
行
き
、
昭
和
十
六
年
十
一
月
京
城
公
立

商
業
学
校
を
繰
上
げ
卒
業
し
て
、
昭
和
十
七
年
四
月
、
三

中
井
百
貨
店
奉
天
（
瀋
陽
）
支
店
に
入
社
。
そ
の
後
、
大

邱
店
へ
転
勤
。
昭
和
十
九
年
十
月
二
十
日
、
現
役
兵
と
し
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て
歩
兵
第
八
〇
連
隊
補
充
隊
第
二
中
隊
に
入
営
し
ま
し

た
。

入
隊
後
、
ソ
連
軍
の
侵
攻
ま
で

昭
和
二
十
年
一
月
一
日
付
で
甲
種
幹
部
候
補
生
と
な

り
、
京
城
軍
管
区
歩
兵
第
三
補
充
隊
第
二
中
隊
に
転
属
。

そ
の
後
、
昭
和
二
十
年
七
月
十
三
日
付
で
朝
鮮
軍
教
育
隊

に
分
遣
さ
れ
、
八
月
十
六
日
、
鎭
南
浦
日
本
チ
ッ
ソ
工
場

社
宅
の
警
備
に
つ
き
ま
し
た
。

ソ
連
軍
の
侵
攻

信
じ
ら
れ
な
い
敗
戦
の
報
を
聞
い
た
の
も
束
の
間
、
ソ

連
軍
の
不
意
の
侵
攻
に
、
な
す
術
も
な
く
武
装
解
除
を
受

け
、
平
壌
（
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
）
三
合
里
の
収
容
所
に
連
行
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
一
年
七
月
ポ
セ
ッ
ト
経
由
で

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
、
二
十
二
日
間
荒
野

を
走
り
続
け
、
着
い
た
所
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
ベ
グ

ワ
ー
ド
収
容
所
で
あ
っ
た
。

抑
留
中
の
過
酷
な
労
働
の
日
々

収
容
所
で
の
生
活
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
苦
労
の
日
々

で
あ
っ
た
。
ダ
ム
工
事
に
従
事
さ
せ
ら
れ
、
深
さ
二
十

メ
ー
ト
ル
、
底
幅
五
十
メ
ー
ト
ル
、
延
長
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
も
及
ぶ
運
河
採
掘
工
事
で
、
昼
夜
八
時
間
三
交
代
、

二
千
人
単
位
で
作
業
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
。
収
容
所
内
の

生
活
は
き
び
し
く
、
地
下
壕
で
寝
起
き
し
て
い
た
が
、
零

下
二
五
度
か
ら
三
〇
度
の
中
で
、
朝
は
重
湯
、
昼
は
黒
パ

ン
三
〇
〇
グ
ラ
ム
、
夜
は
お
粥
、
飢
え
と
寒
さ
と
病
気
で

次
々
と
亡
く
な
り
、
収
容
時
の
二
千
人
が
、
働
け
る
者
が

約
半
数
、
死
亡
者
と
罹
病
者
が
半
数
と
い
う
有
様
で
、
全

く
こ
の
世
の
地
獄
だ
っ
た
。
働
け
る
者
も
ノ
ル
マ
が
課
せ

ら
れ
大
変
だ
っ
た
。
雨
が
年
に
七
日
位
、
一
日
一
時
間
程

度
は
ど
し
ゃ
降
り
で
、
そ
の
他
は
年
中
晴
天
で
あ
る
。
作

業
は
半
砂
漠
地
帯
の
中
で
毎
日
続
く
。
遠
く
に
天
山
山
脈

の
雪
が
見
え
て
い
た
の
が
今
も
目
に
浮
か
ぶ
。

シ
ベ
リ
ア
で
待
機

昭
和
二
十
三
年
九
月
、
冬
の
訪
れ
を
感
じ
る
頃
、
帰
国
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の
報
を
受
け
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
向
か
っ
た
が
凍
結

し
、
ま
た
一
年
間
シ
ベ
リ
ア
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

シ
ベ
リ
ア
で
の
生
活
は
、
零
下
四
〇
度
の
酷
寒
の
中
で
コ

ル
ホ
ー
ズ
（
集
団
農
場
）
に
五
十
人
程
度
派
遣
さ
れ
、
冬

は
馬
鈴
薯

ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
芽
か
き
や
選
別
作
業
、
飲
料
水
や
食
糧
、
暖

房
材
の
調
達
が
主
な
作
業
で
あ
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
の
収
容

所
に
入
っ
て
か
ら
も
栄
養
失
調
で
体
力
が
な
く
な
り
、
シ

ラ
ミ
が
わ
き
、
朝
起
き
る
と
何
や
ら
モ
ゾ
モ
ゾ
す
る
と

思
っ
た
ら
、
隣
の
人
が
死
ん
で
い
て
シ
ラ
ミ
が
こ
っ
ち
に

移
っ
て
く
る
の
だ
。
一
部
屋
二
十
メ
ー
ト
ル
位
、
入
り
口

に
ス
ト
ー
ブ
が
一
つ
あ
る
だ
け
で
、
大
変
寒
い
。
や
っ
と

五
月
に
春
が
き
て
、
麦
、
砂
糖
大
根
、
馬
鈴
薯
の
種
蒔
き

や
生
育
作
業
を
さ
せ
ら
れ
た
。

ジ
ャ
ポ
ン
ス
キ
ー
、
ダ
モ
イ

昭
和
二
十
四
年
九
月
、
ソ
連
兵
が
「
ジ
ャ
ポ
ン
ス

キ
ー
、
ダ
モ
イ
」
と
言
い
、
帰
国
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
。

待
ち
に
待
っ
た
引
揚
げ
だ
。
九
月
三
十
日
ナ
ホ
ト
カ
を
出

航
、
十
月
三
日
舞
鶴
に
上
陸
し
た
。

あ
あ
、
や
れ
や
れ
日
本
に
着
い
た
。
皆
、
歓
喜
し
、
抱

き
合
っ
て
喜
ん
だ
。
涙
が
自
然
に
流
れ
出
る
。
コ
ス
モ
ス

の
花
咲
く
道
を
復
員
局
ま
で
歩
い
た
記
憶
は
、
今
も
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
で
あ
る
。

復
員
局
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
質
問
や
調
査
を
受
け
、
上
陸
一

週
間
後
の
十
月
十
日
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
、
兄
の
出
迎
え

を
受
け
、
馬
淵
の
我
が
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。

労
苦
調
査

広
島
県

平

本

直

行

一
、
出
生
か
ら
入
隊

①
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
十
一
月
二
日
、
広
島
市
観

音
町
に
生
ま
れ
る
。
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
三
月

二
十
五
日
、
満
州
電
信
電
話
株
式
会
社
大
連
社
員
養
成

所
卒
業
（
後
、
大
連
通
信
学
校
）

②
牡
丹
江
電
信
電
話
局
通
信
課
勤
務
、
一
心
寮
（
独
身
）
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